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国際化の概況

留学生数

724計

6ｵｾｱﾆｱ

1ｱﾌﾘｶ

7中近東

134欧米

576アジア

人数地域

地域別（正規生・非正規生・別科・日本語研修課程）

758650108計

合計私費国費

種別（正規生＋非正規生＋別科生）

2005年11月1日現在

292名研究科

250名学部

学部・研究科別

2005年5月1日現在

訪問研究者数

198計

94欧米

96アジア

8その他

人数地域

※その他：中近東、ｵｾｱﾆｱ 等

2004年度集計

別科・日本語研修課程：182名
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国際化の概況

協定数 （154機関 192協定）

113欧米

30アジア

11その他

件数地域

※その他： 中近東、ｵｾｱﾆｱ、国際機関等）
※延べ国数（154機関192協定）

慶應義塾生の海外派遣数（種別）

117

41

計

17595学部

15

私費

13

奨学金

13大学院

交換協定

2006年1月末現在

2005年5月1日現在

41

2

36

3

大学院

117計

95欧米

11アジア

21その他

学部地域

※その他：中近東、ｱﾌﾘｶ、ｵｾｱﾆｱ 等

海外派遣研究者数（3ヶ月以上）

人数： 127名
派遣国： １０カ国 （アジア １カ国、欧米 ９カ国）

参考：3ヶ月未満の国外出張者（教職員）
延べ数： 1,955名 （2004年度）

短期在外：１５０名

慶應義塾生の海外派遣数（地域別）
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国際連携推進機構（OGI）設置の背景

2001年9月　安西塾長が「慶應義塾21世紀グランドデザイン」を発表
　　　　6つの先導（教育、学術、新実業、知識・スキル、知的社会基盤、

　　　　　　　　　　キャンパス環境）に挑戦することを基本方針とする。

2002年7月　「総合改革プラン　2002～2006」を発表
　　　　　　　　　　国際社会のリーディングスクールを目指す。

　　　　　　　　　　 -学生国際交流プログラムの強化

　　　　　　　　　　 -国際大学拠点ネットワークの構築

具体化

2005年1月　国際連携推進機構(OGI)

ならびに国際連携推進室設置
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・国際戦略策定の最高の承認機関

　　 トップのリーダーシップにより迅速に意思決定を行い、同時に各学部・

研究科とも連携し、全学的に国際化を推進。

・迅速性を重視したガバナンス

　　トップを含む国際連携推進室が機動的に企画立案を行う。協定等の実
際の運用は国際センターが担当。個別の案件ではタスクフォースを組
織し、実現を目指す。組織横断的なOGI機構会議で逐次報告と意見交
換がなされる。

・トップのイニシアチブ

　　機構長は塾長が務める。年6回のOGI機構会議とともに、年15回の
OGI推進室会議にも常に機構長（安西塾長）が出席。国際交流活動に
おいてイニシアチブを取る。

国際連携推進機構（OGI）とは
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OGI会議の構成員と機能

機構会議

・機構長：　塾長

・副機構長：国際交流担当常任理事
・副機構長：学事担当常任理事
・学部長・研究科委員長
・専門員
・国際センター所長
・東アジア研究所所長
・日本語・日本文化教育センター所長

・外国語教育研究センター所長
・研究推進センター所長
・グローバルセキュリティ研究所所長
・学生総合センター長
・塾監局長
・学事センター部長
・その他機構長が必要と認めた者

実施主体 支 援

・各学部・研究科
・各研究所
・国際センター

・国際センター
・学事センター
・研究支援センター

塾　長

・機構長（塾長）
・副機構長（学事・国際交流担当理事）
・国際センター所長
・専門員
・事務長
・事務員

企画･推進(実施計画立案)：推進室会議

評価・助言
International 

Advisory 
Committee
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国際センターとは（設立：1964年）
業務内容：

　　・海外の大学との学生交流・教員交流プログラムの実施

　　・春季・夏季在外研修の実施を含む塾生の海外留学支援

　　・英語で授業が行われる日本研究講座・国際研究講座を設置（2005年度49科目）
　　・日本語教育（日本語・日本文化教育センター）

　　・留学生対象奨学金事業の運営（授業料減免制度、各種財団、日本／外国政府奨学金等）

　　・留学生、外国人研究者のための宿舎の運営・管理

　　・チューター制度、在留管理業務、各種交流行事実施、カウンセリング等の生活支援

　　・海外からの訪問者の受入れ調整

　　・外国人学者などによる講演会等の開催、調整

例年12月に開催される「外国人教員・研究員招待会 」 例年12月に行われる「留学生対象スピーチコンテスト 」
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既存の国際部門との有機的機能のすみ分け・連携

• 国際センター（42年の歴史・国際教育活動の専門部門）の実績・knowledge
とOGIの新たな活動における有機的効果の醸成

• 両者の明確化された役割分担・連携による国際活動立案・運営
／実施の効率化

• 能動的・積極的な国際戦略・企画立案の推進

国際センターO G  I
戦略・企画立案 運営・実施

• OGI 設置に伴う国際センターの機能の見直し
（5専門委員会を改組・新設）

（国際センターの委員会やOGI関連会議に、スタッフが相互に参加）

• 義塾の国際活動における情報共有の深化

• 国際センターとOGIのより緊密な連携
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－職員の国外研修の実績：128名（2000年～2005年）

－修士号以上を取得している職員数：７７名 ( 職員 １，７９８名中（除・看護部門） ）
（うち 博士課程修了8名、博士学位取得者 4名、海外大学修士号以上 9名）

－国際業務経験者の戦略的な学内配置、ならびに広報業務経験者の国際業務での活用

　

国際連携を支援する職員の確保、資質向上の方策

・国際連携推進室専門員(Global Strategist) を採用
　国際化を強化するために積極的に学内にないノウハウを提供

　調査、戦略を立案するのみならず、海外の大学、政府等との渉外活動を実施

国際交流担当部門
（国際センター） 職員B職員A

職員C

研究支援部門 学事部門

法人部門

国際交流担当者のキャリアパス相関図（例）

•職員の資質向上への方策
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海外向け広報・渉外体制の拡充
・海外活動の情報を迅速にホームページで広報

２００５年７月、ロシア国立サンクトペテルブルク大学との協定締結の
際には、締結式の数時間後にはホームページに掲載された。

・OGI－WEBサイトへのアクセス
　-海外から義塾、OGIのホームページへのアクセス件数
　　　義塾トップページ：359,543件(2005年12月）
　　　OGIトップページ：2,665件（2005年12月）
塾長室トップページ：28,944件（2005年12月）

・国際広報推進プロジェクト　

　　　　　　　　　2005年12月キックオフ
-組織横断的に人材を投入
- OGI、塾長室、総務部広報担当との緊
密な連携

国際広報の体制確立と実施

　 　 義塾の英語版サイトの改善

　　 学内公文書の日英バイリンガル化

徹底した情報開示

戦略的コミュニケーションの実施
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目標設定、客観的な指標の策定へむけて

・OGIメンバー、スタッフの海外出張状況（2005年1月～7月）
　　延べ出張人数：62名
　　延べ出張日数：257日
　　訪問国数：12カ国（仏・英・米・韓・露・中・蘭・シンガポール・ニュージーランド・ベトナム、
　スウェーデン、マレーシア）

2005年11月21日、キングスコレッジ、ロンドンと協力協定書締結 翌日、エジンバラ大学と包括交流協定締結

・国際的高等教育機関ランキングを視野に入れ、世界の大学と競合

　　The Times Higher Education SupplementによるWorld University Rankings 2005にお
いて215位。（2004年から70位のランクアップ）Social Sciences部門で87位。2008年まで
に100位内を目指す。

同日、ロンドン大学クィーン・メアリー校と協力協定書締結

・海外出張における成果の重視
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具体的な目標設定
～国際社会を先導する学塾をめざして～

１．留学生：質・数の拡大（2008年度目標）
– 大学間協定校の拡大（目標200校）
– 塾生の派遣

• 目標派遣者数：1000名（交換・私費・短期を含む）
• 韓国・中国などを含む派遣先の多様化

２．外国人学生の受け入れ1000名
（交換・私費・短期を含む）
– 留学生宿舎の拡充・強化

３．教育・研究プログラムの真の国際化
– 世界の優良協定校からの招聘教員

• グローバルスタンダードの授業提供
– 英語による国際教育プログラムの展開


